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(54) 発 明の名称 ：発進加速補助装置

(57) Abstract: Provided i s a start acceleration assist
ance device with which d r o s in torque may b e pre
vented. A n auxiliary charger (8), which i s driven when
the engine speea i s low, i s provided on the compressor
output side o f a turbocharger (5), and between the aux
iliary charger (8) and the engine (2), a high pressure
air introduction device (17) i s provided which intro
duces, into an intake manifold (12), high-pressure air
：from an air tank (16) for an airbrake, and when the
auxiliary charger has stopped during starting and ac
celeration, the high pressure air introduction device
(17) assists the intake o f air into the intake manifold
(14).

(57) 要 約 ： トル クの落 ち込 み を防止 す る発
進 加 速 補 助 装 置 を 提 供 す る 。 タ ー ボ
チ ヤ一 ジ ャ 5 の コ ン プ レッサ 出 口側 に ェ ン
ジ ン低 回転 時 に駆 動 され る補 助 チャー ジ ャ
8 を設 け、補 助 チ ヤ一 ジ ャ 8 とエ ンジ ン 2
の 間 に 、空 気 ブ レー キ 用 エ ア タ ンク 1 6 か
ら高 圧 空 気 を吸 気 マ 二 ホー ル ド 1 2 に導 入
す る高 圧 空 気導 入装 置 1 7 を設 け、発 進 時
及 び加 速 時 に補 助 チャー ジ ャが 停 止 した と
き、高 圧 空 気導 入装 置 1 7 に よ り吸気 マ 二
ホ ー ル ド 1 2 へ の 空 気 吸入 をア シス トす る
よ うに した。



明 細 書

発明の名称 ：発進加速補助装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、補助チヤ一ジャ付 きのターボチヤ一ジャを搭載 した車両に好適

な発進加速補助装置に係 り、 トルクの落ち込みを防止する発進加速補助装置

に関する。

背景技術

[0002] ターボチヤ一ジャは、排気ガスによりター ビンを回転させ、ター ビンに連

動するコンプレッサで空気を圧縮するものである。

[0003] エ ンジンは、黒煙発生防止の観点か ら、吸入空気量に相応な燃料噴射量を

超えて燃料噴射量を多 くできない。 しか し、ターボチヤ一ジャを搭載 した車

両では、ターボチヤ一ジャによりプ一ス ト圧を高めることで、エンジンの吸

入空気量を増加させることができる。 ブース 卜圧の上昇により吸入空気量が

増加すると、燃料噴射量の増加が可能 とな り、エンジンか ら高い トルクが出

力できる。

[0004] 図 3 に示 したターボチャージャ 5 は、スーパ一チャージャ付 きのターポチ

ャ一ジャである。エンジン 2 の排気マ二ホール ド3 か ら排出された排気ガス

が排気管 4 か らターボチヤ一ジャ 5 のター ビン 6 に導入される。 これにより

ターボチヤ一ジャ 5 のコンプレッサ 7 では空気が圧縮される。スーパ 一チヤ

—ジャ 8 が停止 しているとき、 コンプレッサ 7 にて圧縮された空気は、開か

れている切替バルブ 9 を経由 し、インタ一クーラ 1 0 で冷却されて吸気管 1

か らエンジン 2 の吸気マ二ホール ド1 2 に送 り込まれる。

[0005] 巳 ¾ 装置 1 5 では、排気管 4 の排気ガスが E G Rバルブ 1 3 の開度に応

じて取 り込まれ、 巳 ¾ ク一ラ 1 4 で冷却されて吸気管 1 1 に循環される。

[0006] スーパ 一チヤ一ジャ 8 は、エンジン 2 のクランク軸に対 して図示 しないク

ラッチ装置により断接 自在に設けられており、エンジン回転速度が所定の閾

値以上のときはクランク軸か ら切断され、停止 しているが、エンジン回転速



度が閾値 より低いときにクランク軸 に接続 して駆動される。スーパ 一チヤ一

ジャ 8 が駆動されているときは、切替バル ブ 9 が閉 じられ、 コンプレッサ 7

で圧縮が不足 した空気がスーパ 一チヤ一ジャ 8 で圧縮 されて吸気マ二ホール

ド1 2 に供給 されることになる。 したがって、エンジン回転速度が低い状態

か らの発進時及び加速時に、高いブース 卜圧を得 るのに有効である。

[0007] スーパ一チャージャ 8 の代わ りに電動モータで駆動される電動チャージャ

を設けてもよ く、 この場合も制御は同様であ り、エンジン回転速度が閾値 よ

り高いときは電動チヤ一ジャは停止され切替/ く' ル プ 9 が開かれる。電動チヤ

—ジャが駆動されるときは、切替バル ブ 9 が閉 じられ、 コンプレッサ 7 の空

気が電動チヤ一ジャで圧縮 されて吸気マ二ホール ド1 2 に供給 される。以下

、スーパ 一チヤ一ジャ 8 と電動チヤ一ジャを補助チヤ一ジャと総称する。

先行技術文献

特許文献

[0008] 特許文献 1 ：特開平 9 _ 2 6 8 9 2 号公報

特許文献2 ：特開平 8 — 2 6 0 9 9 1 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0009] 補助チャージャ付 きのターボチャージャ 5 を備えた車両では、エンジン回

転速度が閾値 より低いときにエンジン若 しくは電動により補助チヤ一ジャ 8

が駆動されるので、エンジン回転速度が低い状態か らの発進時及び加速時に

ターボチヤ一ジャ 5 での圧縮不足が補われ、 プ一ス 卜圧が速やかに上昇する

。 これにより、燃料噴射量の増加が可能 とな り、発進及び加速が円滑に達成

される。

[001 0] ところが、図 4 に示されるように、エンジン回転速度が閾値 に達 して補助

チヤ一ジャ 8 が停止されると、それまで補助チヤ一ジャ 8 か ら吸気マニホ一

ル ド1 2 に供給 されていた空気がな くな り、 ターボチヤ一ジャ 5 のみが空気

を供給することになる。 このとき、 プ一ス ト圧が過渡的に不足 し、 これが原



因でエ ンジ ン出力 トル クが過渡 的に低下 して、 いわゆる トル クの落ち込みが

感 じられ る。発進時及び加速時の トル クの落ち込みは、失速感 と して感 じら

れ、運転 フィー リングが損 なわれ る。 とはいえ、 ターボチ ヤ一ジャ 5 による

ブース 卜圧が十分高 くなるまで補助 チ ャージャ 8 が駆動 され るよう、補助 チ

ャ一ジャ 8 の停止 を判定するエ ンジ ン回転速度 の閾値 を高 く設定すると、燃

費の悪化 を招 くので、好 ま しくない。

[001 1] そ こで、本発明の 目的は、上記課題 を解決 し、 トル クの落ち込み を防止す

る発進加速補助装置 を提供 することにある。

課題を解決するための手段

[001 2] 上記 目的を達成 するため に本発明の発進加速補助装置 は、 ターボチ ャージ

ャの コンプ レッサ出口側 にェ ンジ ン低 回転時 に駆動 され る補助 チ ヤ一ジャを

設 け、補助 チ ヤ一ジャとエ ンジ ンの間に、空気 ブ レーキ用エアタンクか ら高

圧空気 を吸気マ二ホール ドに導入する高圧空気導入手段 を設 け、発進時及び

加速時 に前記補助 チ ャージャが停止 した とき、前記高圧空気導入手段 によ り

前記吸気マ二ホール ドへの空気吸入 をアシス 卜するように したものである。

[001 3] あ らか じめ車体の前後 の傾斜 と発進及び加速 に必要な トル クとの対応関係

を求めてお き、 エ ンジ ン出力 トル クが車体の前後 の傾斜 に対応する トル クに

満たない とき、前記 アシス トを実行 してもよい。

[0014] 車体 の前方向の加速度 があ らか じめ定めた下限値未満の とき、前記 アシス

卜を実行 してもよい。

[001 5] プ一ス ト圧があ らか じめ定めた下限値未満の とき、前記 アシス トを実行 し

てもよい。

[001 6] エ ンジ ン回転速度 があ らか じめ定めた下限値未満の とき、前記 アシス トを

実行 してもよい。

[001 7] あ らか じめ ブース 卜圧 と噴射可能な燃料噴射量 との対応関係 を求めてお き

、 ブース 卜圧 に対応する噴射可能な燃料噴射量が燃料噴射指示量 に満たない

とき、前記 アシス トを実行 してもよい。

発明の効果



[001 8] 本発 明 は次 の如 き優 れ た効 果 を発揮 す る。

[001 9] ( 1 ) トル クの落 ち込 み を防止 す る ことがで きる。

図面の簡単な説明

[0020] [ 図 1] 本発 明の一実施形 態 を示 す発進加速補助装 置 を適 用 した車両 のエ ンジ ン

周辺 の構成 図であ る。

[ 図 2] 本発 明の発進加速補助装 置 にお ける発進加速 時 の制御手順 を示 す フ ロー

チ ヤ一 卜であ る。

[ 図3] 従 来 の車両 のエ ンジ ン周辺 の構成 図であ る。

[ 図4]従 来技術 にお ける トル クの時 間変化 を示 す グラ フであ る。

発明を実施するための形態

[0021 ] 以 下、 本発 明の一実施形 態 を添付 図面 に基 づ いて詳述 す る。

[0022] 図 1 に示 され るよ うに、 本実施形 態 の発進加速補助装 置 1 を適 用 す る車両

は、 エ ンジ ン 2 の排 気 マ二ホール ド3 に排 気管 4 が接続 され、排 気管 4 にタ

—ボチ ヤ一 ジ ャ 5 の ター ビン 6 の入 口が接続 され る。 ター ビン 6 の 出 口は、

図示省 略 した排 気 ガス処理装 置 を介 して大気 に繋 が る。 ターボチ ヤ一 ジ ャ 5

の コ ンプ レッサ 7 の入 口は、 図示省 略 したエ ア フ ィル タを介 して大気 に繋 が

る。 コ ンプ レッサ 7 の 出 口にスー パ 一 チ ヤ一 ジ ャ 8 の入 口 と切 替バル ブ 9 の

入 口が接続 され て い る。 スー パ 一 チ ヤ一 ジ ャ 8 の 出 口 と切 替バル ブ 9 の 出 口

は、 イ ンタ一 クー ラ 1 0 の入 口に接続 され、 イ ンタ一 クー ラ 1 0 の 出 口に吸

気管 1 1 が接続 され、 吸気管 1 1 にエ ンジ ン 2 の吸気 マ二ホール ド 1 2 が接

続 され る。排 気管 4 と吸気管 1 1 との間 には、 巳 ¾ バル プ 1 3 と E G R ク

— ラ 1 4 を有 す る E G R 装 置 1 5 が設 け られ る。

[0023] 本 実施形 態 の発進加速補助装 置 1 は、 ス ー パ 一 チ ヤ 一 ジ ャ 8 とエ ン ジ ン 2

の 間 に、 空 気 ブ レー キ用 エ アタ ンク 1 6 か ら高圧空 気 を吸気 マ二ホール ド 1

2 に導 入 す る高圧空 気導 入手段 1 7 を設 け、 発進 時及び加速 時 にスー パ ー チ

ャ一 ジ ャが停 止 した とき、 高圧空 気導 入手段 1 7 に よ り吸気 マ二ホール ド 1

2 へ の空 気 吸入 をアシス 卜す るよ うに した ものであ る。

[0024] 空 気 ブ レー キ用 エ アタ ンク 1 6 は、 図示 しな い空 気 プ レー キ に供給 す るた



めの圧縮空気を貯えるものである。空気ブレーキは、従来より車両、特に中

型や大型車両に採用されている。空気ブレーキ用エアタンク 1 6 は、図示 し

ない専用のコンプレッサにより圧縮空気を貯えるが、大きな制動力を得る必

要のため、ターボチヤ一ジャ5 のコンプレッサ 7 で実現可能な最大のプ一ス

卜圧よりも高い圧力で圧縮空気を貯えることができる。

[0025] 高圧空気導入装置 （高圧空気導入手段） 1 7 は、空気ブレーキ用エアタン

ク 1 6 に接続されるアシス ト配管 1 8 と、アシス ト配管 1 8 に接続されてィ

ンタ一クーラ 1 0 から吸気マ二ホール ド1 2 までの吸気管 1 1 に揷入される

アシス トバルブ 1 9 とからなる。アシス トバルブ 1 9 は、 巳 ¾装置 1 5 の

接続箇所よりもインタ一クーラ 1 0 側に設けられる。アシス トバルブ 1 9 と

巳 ¾装置 1 5 の接続箇所の間に、プ一ス ト圧を検出するプ一ス ト圧センサ

2 0 が設けられる。

[0026] アシス 卜バルブ 1 9 を開閉制御する制御部 2 は、従来より燃料噴射制御

とスーパ一チヤ一ジャ8 及び切替バルブ9 の制御を行っている電子制御ュ二

ッ卜 （E C U ) にソフ トウェアとして組み込まれる。 E C U には、図 2 の制

御手順に使用する全ての車両パラメータ （センサ検出値や計算値）の現在値

が把握されている。また、 E C U には、図 2 の制御手順に使用する各種のマ

ップゃ下限値が記憶されている。

[0027] 以下、本実施形態の発進加速補助装置 1 の発進時及び加速時の動作を図 2

により説明する。

[0028] 制御手順は、大きく発進 加速のステージT と、アシス 卜要否判定のス

テ一ジT と、アシス 卜実行のステージT 3 とからなる。

[0029] 発進 ' 加速のステージT では、サイ ドブレ一キ信号スィッチと、クラッ

チスィッチと、フッ卜プレーキスイッチが参照される。

[0030] ステップS 2 1 において、サイ ドブレーキ信号スィッチがオフかどうか判

定される。判定がN O、すなわちサイ ドブレーキ信号スィッチがオンであれ

ば、サイ ドブレーキが引かれた状態であり、発進は始まっていない、若 しく

は走行中でないので、スター 卜に戻る。判定がY E S 、すなわちサイ ドブレ



—キ信号スィッチがオフであれば、サイ ドプレーキが解除された状態であ り

、発進が始 まる可能性がある、若 しくは走行中であるので、ステ ップS 2 2

に進む。

[0031 ] ステ ップS 2 2 において、 クラッチスィッチがオフかどうか判定される。

判定が N O、すなわちクラッチスィッチがオ ンであれば、 クラッチペダルが

踏み込 まれた状態であ り、発進は始 まっていない、若 しくはギア段変更中で

あるので、スタ一 卜に戻る。判定が Y E S 、すなわちクラッチスィッチが才

フであれば、 クラッチペダルが踏み戻された状態であ り、発進あるいは加速

が始 まる可能性があるので、ステ ップS 2 3 に進む。

[0032] ステ ップS 2 3 において、 フッ トプレーキスイッチがオフかどうか判定さ

れる。判定が N O、すなわちフッ トプレ一キスイッチがオ ンであれば、 プレ

—キペダルが踏み込 まれた状態であ り、発進は始 まっていない、若 しくは減

速中であるので、スター 卜に戻る。判定が Y E S 、すなわちフッ トブレーキ

スィッチがオフであれば、 ブレーキペダルが踏み戻された状態であ り、 これ

までの判定 と合わせて発進あるいは加速に対応する必要があることが確定す

る。 よって、発進 ' 加速に対するアシス ト要否判定のステージ T 2 に進むこ

とになる。

[0033] —方、 E C U では、エンジン回転速度が閾値 より低いときには、切替バル

プ 9 を閉 じてスーパ 一チヤ一ジャ 8 を駆動 し、エンジン回転速度が閾値以上

のときには、切替バル ブ 9 を開いてスーパ 一チヤ一ジャ 8 を停止させている

。エンジン回転速度が低い状態か らの発進時及び加速時では、 E C U は切替

バル ブ 9 を閉 じてスーパ 一チヤ一ジャ 8 を駆動することになる。

[0034] アシス ト要否判定のステージ T 2 では、 アクセル開度、ギア段数、車速、

前方向加速度、前方向傾斜角、 ブー ス 卜圧、エ ンジ ン回転速度、燃料噴射指

示量が参照され、 これ らの車両パラメ一タに基づいて、高圧空気導入装置に

より吸気マ二ホール ドへの空気吸入をアシス 卜する必要があるかどうかが判

定される。

[0035] [ 判定 1 ]



発進 加速 トルクマップは、前方向傾斜角と発進及び加速に必要な トルク

との対応関係をマップに設定 したものである。設定する トルクは、従来技術

で発進時及び加速時にスーパ一チャージャ8 が停止 した直後において必要と

される トルクとしてもよい。前方向傾斜角が 0 より大きいとき登坂路であり

、前方向傾斜角が大きいほど必要な トルクが大きい。前方向傾斜角が発進 -

加速 トルクマツプに適用され発進及び加速に必要な トルクが読み出される。

—方、アクセル開度とギア段数と車速とから、公知の方法により、現在のェ

ンジン出力 トルクが計算される。現在のエンジン出力 トルクが発進及び加速

に必要な トルクに満たないとき、アシス 卜が必要と判定される。

[0036] [ 判定 2 ]

前方向加速度があらか じめ定めた加速度下限値未満のとき、前方向加速度

を速やかに増大させるために、アシス 卜が必要と判定される。加速度下限値

は、従来技術で発進時及び加速時にスーパ一チヤ一ジャ8 が停止 した直後に

おける トルクの落ち込みを特徴付ける値とする。

[0037] [ 判定 3 ]

ブース 卜圧があらか じめ定めた圧力下限値未満のとき、ブース 卜圧を速や

かに上昇させるために、アシス 卜が必要と判定される。圧力下限値は、従来

技術で発進時及び加速時にスーパ一チャージャ8 が停止 した直後における 卜

ルクの落ち込みを特徴付ける値とする。

[0038] [ 判定 4 ]

エンジン回転速度があらか じめ定めた回転下限値未満のとき、エンジン回

転速度を速やかに上昇させるために、アシス 卜が必要と判定される。回転下

限値は、発進時及び加速時にスーパ一チャージャ8 が停止 した直後における

トルクの落ち込みを特徴付ける値とする。

[0039] [ 判定 5 ]

ブース 卜圧対燃料噴射量マップは、ブース ト圧と噴射可能な燃料噴射量と

の対応関係をマップに設定 したものである。プ一ス 卜圧がプ一ス 卜圧対燃料

噴射量マップに適用され、噴射可能な燃料噴射量が読み出される。一方、ァ



クセル開度に基づいて燃料噴射指示量が計算される。噴射可能な燃料噴射量

が燃料噴射指示量に満たないとき、アシス 卜が必要と判定される。

[0040] 判定 1 〜判定 5 によるアシス 卜の要否判定結果が 1 つでもアシス 卜が必要

と判定されると、アシス 卜の実行が決定される。ただし、エンジン回転速度

が閾値未満のときは、スーパ一チャージャの働きにより高いブース 卜圧が得

られているので、判定 1 〜判定 5 はアシス 卜が不要という判定となる。ァシ

ス ト要否判定のステージT 2 では、判定 1 〜判定 5 を繰り返 し、ス一パーチ

ャ一ジャ停止による トルクの落ち込みが見込まれる時間期限を経過 しても全

てアシス 卜が不要という判定であれば、制御手順を終了する。一方、この時

間期限内に判定 1 〜判定 5 によるアシス 卜の要否判定結果が 1 つでもアシス

卜が必要と判定されると、アシス 卜の実行が決定され、アシス ト実行のステ

—ジT 3 に移行する。

[0041 ] アシス ト実行のステ一ジT 3 では、アシス ト/ 《ルプ 1 9 が開かれ、空気プ

レーキ用エアタンク 1 6 から高圧空気が吸気マ二ホール ド1 2 に導入される

。これによりプ一ス ト圧が上昇するので、 E C U では燃料嘖射量を増加させ

ることが可能となる。

[0042] E C U がアクセル開度に基づいて燃料噴射量を増加させると、判定 1 〜判

定 5 で参照 した車両パラメータの値が改善される。すなわち、エンジン出力

トルクが前方向傾斜角に対応 して必要な トルクに達するか、前方向加速度が

加速度下限値に達するか、プ一ス ト圧が圧力下限値に達するか、エンジン回

転速度が回転下限値に達 し、ブース 卜圧に対応 して噴射可能な燃料噴射量が

燃料噴射指示量に達する。このように車両/ 《ラメ一タの値が改善されると、

アシス 卜が達成されたと判定する。アシス 卜が終了となり、アシス トバルブ

9 が閉じられる。この時点では、燃料嘖射量の増加に伴い、排気ガス量が

増加 してターボチヤ一ジャ 5 の回転が促進されているので、ターボチャージ

ャ 5 から十分な吸入空気量が得られる。

[0043] 以上の制御の結果、発進時及び加速時の トルクの落ち込みが防止され、失

速感のない加速が達成される。



[0044] 本実施形態の発進加速補助装置 1 によれば、ターボチヤ一ジャ5 の出口側

にエンジン低回転時に駆動される補助チヤ一ジャ8 を設け、補助チヤ一ジャ

8 とエンジン2 の間に、空気ブレーキ用エアタンク 1 6 から高圧空気を吸気

マ二ホール ド1 2 に導入する高圧空気導入装置 1 7 を設け、発進時及び加速

時に補助チヤ一ジャ8 が停止 したとき、高圧空気導入装置 1 7 により吸気マ

二ホール ド1 2 への空気吸入をアシス 卜するようにしたので、発進時及び加

速時に補助チヤ一ジャ8 が停止 しても トルクの落ち込みが防止される。

[0045] 本実施形態の発進加速補助装置 1 は、空気ブレーキ用の高圧空気を利用す

るので、新規な蓄圧タンクを追加する必要がなく、構成が簡素であると共に

、ターボチヤ一ジャ5 のコンプレッサ 7 のプ一ス 卜圧よりも十分に高いプ一

ス 卜圧が得 られる。

[0046] 本実施形態では、補助チヤ一ジャ8 をスーパ一チヤ一ジャ8 としたが、補

助チヤ一ジャ8 が電動チヤ一ジャであっても本発明は適用できる。

符号の説明
[0047] 発進加速補助装置

エンジン

5 ターボチャージャ

8 補助チヤ一ジャ （スーパ一チヤ一ジャ）

1 吸気マ二ホール ド

6 空気プレ一キ用エアタンク

1 7 高圧空気導入装置 （高圧空気導入装置）



請求の範囲

タ一ポチャ一ジャのコンプ レッサ出口側 にェ ンジン低回転時に駆動

される補助チヤ一ジャを設 け、補助チヤ一ジャとエ ンジンの間に、空

気 ブ レーキ用エアタンクか ら高圧空気を吸気マ二ホール ドに導入する

高圧空気導入手段 を設 け、発進時及び加速時に前記補助チャージャが

停止 した とき、前記高圧空気導入手段 によ り前記吸気マ二ホール ドへ

の空気吸入をアシス 卜するように した ことを特徴 とする発進加速補助

装置。

あ らか じめ車体の前後の傾斜 と発進又は加速 に必要な トル クとの対

応関係 を求めておき、エ ンジン出力 トル クが車体の前後の傾斜 に対応

する トル クに満たないとき、前記 アシス 卜を実行することを特徴 とす

る請求項 1 記載の発進加速補助装置。

車体の前方向の加速度があ らか じめ定めた下限値未満の とき、前記

アシス トを実行することを特徴 とする請求項 1 又 は 2 記載の記載の発

進加速補助装置。

ブース 卜圧があ らか じめ定めた下限値未満の とき、前記 アシス 卜を

実行することを特徴 とする請求項 1 ~ 3 いずれか記載の発進加速補助

装置。

エ ンジン回転速度があ らか じめ定めた下限値未満の とき、前記 ァシ

ス トを実行することを特徴 とする請求項 1 ~ 4 いずれか記載の発進加

速補助装置。

あ らか じめ プ一ス ト圧 と噴射可能な燃料噴射量 との対応関係 を求め

ておき、 ブース 卜圧 に対応する噴射可能な燃料噴射量が燃料噴射指示

量 に満たないとき、前記 アシス 卜を実行することを特徴 とする請求項

1 ~ 5 いずれか記載の発進加速補助装置。
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